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一　般　演　題

1．iSFDG　PETを用いた腫瘍糖代謝の非侵襲的定

　量法

土田　龍郎

石井　　靖

定藤　規弘

中村　　聡

植松　秀昌

米倉　義晴

高橋　範雄

（福井医大・放）

脇　　厚生

（同・高エネ研）

　腫瘍糖代謝の指標として用いられるPatlak・PlotのK

complex（K、）の測定には，　dynamic　studyや動脈採血と

いった煩雑かつ侵襲的な手技が必要とされる一方

SUVは，投与量，体重等より非侵襲的に計測しうる．

今回われわれは，SUVからK‘を求める方法を考察

し，その応用を試みた．対象は，口腔外科領域悪性

腫瘍10例で，dynamic　studyおよび動脈採血から求め

たK、と投与後50分の画像におけるSUVから求めた

K，を比較した．両者の間には，傾きLO3，　r＝0．96の

良好な相関が見られ本法により非侵襲的にK，を求め

られるものと考えられた．

2．iSF・DOPA　PET画像の解剖学的標準化に関する
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　［目的］F－DOPA　PET画像の解剖学的標準化の精度

の検討．［方法］1）MRIとPET画像のalignment．2）

F－DOPA　add　imageの解剖学的標準化．（①MRI・tem－

plateでの標準化MRIを利用する間接的なadd　image

の標準化．②H20－PET　templateを使った標準化．）3）

同一パラメータによるK，mapの解剖学的標準化．［結

果］得られた画像上で脳表，中脳，尾状核，被殻の

traceしたところ，①でのずれが小さかった．解剖学

的標準化前後でのK，値の比較では相関係数は①で

0．884，②で0．799であった．［結論］解剖学的標準化

には①を使用すべきと考えられる．

3．脳病変診断におけるMRIと脳血流SPECTの3

　次元重ね合わせ画像の有用性
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　シーメンス社製MULTISPECT　3のデータ処理装置

ICON上で，脳血流SPECTとMRIの3次元重ね合わ

せ画像を作成し，脳病変を評価した．方法はMRI像

をICON上に読み込み，　FOVとスライス間隔により

SPECT像と拡大率を一致させる．　MRI上にSPECTを

3次元的に水平・垂直・回転移動を加えて重ね，さら

に微調節を繰り返す．重ね合わせ像で確認後，再調

節が可能である．本法の長所は，正確な同一断層面，

同一拡大率での重ね合わせが可能で，MRIが通常の

多層断層像でも3次元表示で処理可能なので，位置決

めのためにMRIを再撮する必要性がない点である．

　難治性てんかん，脳梗塞等の7症例でfocal・cortical

dysplasia，脳回形成異常，側頭葉病変のより正確な診

断が可能となった．

4．頭蓋内から頭蓋外へ伸展した髄膜腫の1例

　‘SFDG－PET　study
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　従来，頭蓋外髄膜腫は非常に少なく，病理学的に

良性が多いと報告されている．今回われわれの髄膜

腫はCT，　MRIの画像上頭蓋内から棘孔等を通して頭

蓋外に浸潤しているのが証明され，Hoye分類のType

1に属すると考えられた．CT，　MRI施行後，　positron
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